
2026年1月28日(水)16:00～18:00

Zoomによるオンライン開催

下記URLまたは右のQRコードからお申し込みく
ださい。Zoomのリンクが届きます。
https:/ /kyoto-u-
edu.zoom.us/meeting/register/2m0P_MdcQk
upivTvc0Lu8g
先着300名、申し込み期限は2026年1月25日(日)
です。

京都大学国際高等教育院 河内彩香
kawachi.ayaka.7z[a]kyoto-u.ac.jp
[a]は@に変換してください。

主催  京都大学 国際高等教育院附属日本語・日本文化教育センター

西原 鈴子

講演概要

　このところ「在留外国人問題」が政治的課題となり、外国人政策を厳格化する対応が進め

られている。一方、海外からの生産年齢人口の導入なしには日本経済が成り立たないという

のも現状である。２０７０年には全人口の１０パーセントが海外出身者となるという予想も

存在している。

　社会の構成要因として海外出身者を隣人として受け入れ、日本社会が真の意味で多文化共

生社会となるためには「社会統合」を目指す各分野での構造改革が必須である。現存の日本

社会への「無言の適応圧力」はあってはならない。

　国内のコミュニケーションの中心となる「日本語」の教育関係者の職業的役割意識も改め

て問い直しが必要であろう。日本語教育関係者は、海外から移入する人々と受け入れる日本

人社会との間を取り持つ最前線の役割を担う職業であるという自覚とともに具体的に自己研

鑽をする必要性があると考える。

第32回多文化交流フォーラム

講演会

多文化共生社会と日本語教育関係者の役割

特定非営利活動法人日本語教育研究所理事長・元東京女子大学教授

開催日

開催形態

参加申し込み方法［参加費無料］

問い合わせ先

https://kyoto-u-edu.zoom.us/meeting/register/2m0P_MdcQkupivTvc0Lu8g
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